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資　料

具体的な長期 目標設定に 向けた 組織的取 り組み

一 A特別支援学校の 「卒業後の 姿の 検討会」に着 目して

中山　忠史
＊ ・丹野　傑史

＊ ＊

　本研 究で は、A 特別支援 学校 （肢体不 自由）に お い て 、長期的な視点か ら 目標 を設

定し、継続的な指導を 目指 した取 り組み の
一

つ で ある 「卒業後 の 姿 の 検討会」 に つ い

て、ど の よ うに組織的に対応す るこ とに よ っ て 目的を実現 しよ うとして い るかに つ い

て 検討 した 。 「卒業後 の 姿の 検討 会」で は 、小 ・中 ・高等部の 各教員 と自立活動専科

が 参加 し、多角的な視点か ら 3 年間の 長期 目標 「卒業後 の 姿」 を具体化する こ とに よ

り、現在の 課題 を捉えて い た 。 A 特別支援学校で は、校務分掌 「特別支援教育」が 中

心 とな り、事前に 研修会を行 っ た り、分掌に所属 して い る教 員が司会を務め る こ と に

より、集団討議の 円滑化 を図 る とと もに、検討会の 目的を実現 しよ うと して い た 。 ま

た、校務分掌 「特 別支援教育」 は、担任 も兼務す る各学部の 副 主事が運営 の 主体を担

い 、 学級担任も参加する こ とで教員の 意見 も反映 させ る よ うに する など、実践 を意識

した運営体制作 りを行 っ て い た。

キ
ー ・ワ

ー
ド ： 「卒業後の 姿の 検討会」　 個別の 指導計画

　　　　　　　長期 目標　組織的取 り組み

個別の 教育支援計画

1．問題の所在と目的

　今日、特別支援学校 （肢体不 自由） で は 、 重

複 障害学級在籍率が小中学部あわせ て 77．3％ に

上 り （文部科学省初等中等教育局特別支援教育

課，2009）、教育課程別で は 自立活動を主 とす る

教育課程 で学ぶ 児童生徒が小学部で 50．3％ 、中

学部で 40．5％ を占め る など （古川，2004）、在籍

児童生 徒の 障害の 重度 ・重複化 が顕著 で ある 。

安藤 ・長 田 （1998）は障害が重度な児童生 徒の

場合、 1 年をス パ ン とした指導で は成果が見 え

に くく、 現在 か ら将来にわ た る長期的 な展望 に

立 っ た個別の 指導計画の 作 成の 必 要性を指摘 し

て い る 。 特別支援学校小学部 ・中学部学習指導

要領にお い て も、 複数の 教師の 協働に よる的確

’
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躰
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な実態把握に基づ き、 長期的及び短期的な観点

か ら個 別 の 指導計画や 個 別の 教育支援計画を

作 成す る こ とが 示 され て い る （文 部科 学省 ，

2009）。

　 しか しなが ら 、 特別支援学校にお ける個別の

指導計画の 課題 と して 、 目標が曖昧 にな りが ち

で ある とい うこ とが指摘 され て い る （長沢 ・冨

永 ，
　2004）。 下 山 （2009）は 、特別支援学校 （肢

体不 自由） における 自立活動の 課題 と して、設

定され る 目標が抽象的で あるためにその 評価基

準 も曖昧 とな っ て い る こ と、そ の 結果 として評

価が 指導の 改善や継続的な指導に つ なが っ て い

な い こ とを挙げて い る 。 川上 （2006）は、障害

の 重度な児童生徒の 授業の 目標 は 「〜を楽 しむ」

とい っ た曖昧な表現 になる こ とが 多く、これで

は教師に よ っ て評価基準が異 な っ て しまうこ と

を指摘 した 。 そ の ため、児童生徒の漠然 とした
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姿は伝わ る もの の 、具体的な進歩状況や変化を

共有す る事は難し い （古山
，
2007）。 この よ うな

個別 の 指導計 画は評価や引 き継 ぎの 時 には使い

に くく　（吉田，2008）、指導者が替わ る と指導内

容 ・方法 も変わ っ て し まい 、継続的な指導につ

なが らな い （佐藤 ，
2006）。

　 こ の よ うに長期的 な目標 を具体的 に設定する

事は容易で は ない が 、改善の た め の 試み も行わ

れて い る 、 例 えば、学部間共通の 課題表を作成

する こ とや （武田，2006）、 担任が か わっ て も一

貫 した指導が続けられ る よ うに、年度末に次年

度の 指 導計 画の 原案 を作 成す る （松 田 ，
2002）

な どが挙 げ られ る 。 また、尾崎 （2006）は 長期

的な視点を明確 にする ため、小 ・中 ・高の 全学

部の 教員に よる検討会を開催 し、将来の 姿か ら

現在の 課題 を導き出すこ とに よ り目標を設定す

る取 り組み を行 っ た 。 尾崎 （2006）の 取 り組み

は 、 長期的な目標 に対す る意識 を持 ちに くい と

される 小学部段階にお い て、高等部の 教師の 視

点 をい れる こ と に よ り将来像 の 推測 の 幅を拡げ

られる ように して い た 。 こ の よ うに、各学校で

は一貫 した継続的指導を行 うため に様 々 な取 り

組み が行わ れて い る。

　
一方 で 、 こ れ らは指定校研究等に よ る 限 られ

た期間の 取 り組み で あ り、取 り組み の 継続性に

つ い て は検証されて い ない 。 指定校研究に つ い

て は 、 有益 な取 り組みが 行われ る もの の 、研究

期 間の終了や研究 に取 り組ん だ中心人物の異動

等に よ り継続 され て い か な い こ とが多い こ とが

指摘 されて い る （諏訪
，
ユ995）。今津 （1988）は

この 課題 を克服 し 、 取 り組みが継続 されて い く

ため には 、 的確 な組織 マ ネジ メ ン トの 下で 、各

教員が協働的な関係に よ っ て取 り組 んで い くこ

とが 重要 で あ る と指摘 して い る 。 文 部科学省

（2007） も今後 の 特別支援 教育の 推進 の ため に

必要 な視点 として、校長の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プに よ

る組織的な取 り組み の 重要性 を挙 げて い る 。 し

か しなが ら 、 組織 マ ネジ メ ン トの 視座か らの 研

究は 、 通常学校 におい て は研 究が行われて い る

もの の （例えば佐古 ・山沖，2009；油布，2001）、

特別支援学校に お い て は行われて い ない 。

　本研究で 対象 とす る県立 A 特別支援学校 （肢

体 不 自由） （以 下，A 特 別支援 学校 とす る）は

2007年度よ り 「卒業後の 姿の 検討会」 に取 り組

ん で い る 。 「卒業後の 姿の 検討会」は、ユ2年間

にわたる学校教育の 継続性 を高め るこ とを目指

した取 り組み で あ り、尾 崎 （2006） と同様 に 、

各学部 の 教員が縦割 りで児童生徒の 3年後の 姿

を検討し、そ こ か ら 日々 の 課題 を明確に して い

くため の 検討会で ある 。 また、指定校研究で は

な く学校運営組織が中心 とな っ て組織的に取 り

組んで い る検討会であ り、組織マ ネジ メ ン トの

観点か ら研究 を取 り組むに あた っ て 適切 な対象

校で ある と い え る 。 本研究 で は 、A 特別支援学

校 におけ る 「卒業後 の 姿 の 検 討会 」に つ い て 、

学校 運営組織が どの ように検討会を運 営して い

る の か に つ い て 明 らか にする こ と を 目的 と し 、

「卒業後の 姿 の 検討 会」 の 概 要 と 目的 、 運営体

制や 運営方法 、 成果 と課題等に つ い て検討を行

う。 本研究は、文部科学省 （2007）が 要請する、

特別支援学校 にお ける 日 々 の 教育活動に 対 して

組織的に取 り組む ため の 体制づ くりの あ り方に

関す る基礎 的知 見 を得 る た め の 事例研 究で あ

る 。

皿．研 究の方法

　 1　 対　象

　 「卒業後の 姿の 検討会」の 運営体制 に つ い て

明 らか にするた め 、 学校運営の 中心的な役割 を

果 た し て い る教頭 と 、 「卒業後 の 姿 の 検討会 」

の 企画 ・運営 を担 っ て い る 分掌 「特別支援教育」

の チー
フ を対象とした 。

　 2　 手続 き

　まず、「卒業後の 姿の 検討会」に関する 資料

（主 と し て 校 内研修会の 資料） を収 集 し、 その

概要を整理 した。そ の 上 で 検討会の 目的や 、 求

め られ る効果 と実際につ い て調査 し、A 特別支

援学校が学校 運営 を行 っ て い く上 で、「卒業後

の 姿の 検討会」 をどう位置付け、実施 して い る

の かを明 らか にする ため に、教頭 お よび分掌の

教員に半構造化面接 に よ るイ ン タ ビ ュ
ー調査 を

行 っ た。
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　 3　 調査内容

　 「卒業後の 姿の 検討 会」の 目的 とその 概要、

日 々 の 教育活動 へ の 位置づ け、その 運営体制 と

運営方法 、 成果 と課題 に つ い て調査を行っ た 。

　 4　 調査時期

　2009年 2 月〜 8 月

皿．結 　果

　 1　 「卒 業後の姿の 検討会」の概要

　A 特別支援学校 は 、 個 別の 指導計画は個別 の

教育支援計画に含まれ る もの であ り、 個別の 教

育支援計画 を踏 まえて 作成する こ とが 大切で あ

る とい う考えで 両計画 を運用 し て い る。そ して 、

個別の 教育支援計画で は 3 年間に わ た る長期 目

標 ＝＝ 「卒業後の 姿」 を設定 し、それを元 に個別

の 指導計画におい て よ り具体的な 1年間の 長期

目標 ＝重点目標 を設定 し、 きめ細 やか な教育課

程の 具体化 を目指して い る 。 また 、 年度末に個

別の 指導計 画の 総括的評価 を行うとと もに 、 次

年度の 重点目標 を設定す る こ とに よ り、継続的

な指導が行われる ように して い る。 A 特別支援

学校で は、両計画の 作成お よび管理 に つ い て企

画 ・提案を行 う校務分掌組織 と して 「特 別支援

教育」 を2006年度に立 ち上 げた 。 分掌 「特別支

援教育」で は、尾崎 （2006）の 取 り組み を参考

に 、 2007年度よ り 「卒業後の 姿」を設定するた

め の 基礎会議 として 、 全職員に よる 「卒業後の

姿の 検討会」を実施する こ とを提案 した 。

　Fig．1 に 示す よ うに 、　 A 特別支援学校 で は

「卒業後の 姿の 検討会」を個別 の 教育支援計画

における長期 目標 「卒業後の 姿」を明確にする

ため の 基礎会議 として 設定す る と と もに、個別

に指導計画や 日 々 の 指導の 充実 と の 関係 も整理

して 明示する こ とに よ り、検討会の 運営を効率

的 に進 め 、 教員の 多忙感の 軽減を図 っ て い る 。

また、「卒業後の 姿」は 3 年間にわ た る長期 目

標であ る こ とか ら、入学 か ら卒業 ま で の 12年間

を 3 つ の ス テ
ージに分 け 、 小学部 4年生 、 中学

部 1年生 、高等部 1 年生の 全児童生徒 に つ い て 、

小 ・中 ・高等部の 全て の 教員が参加 して 小 グ ル

ー
プ を編成 し 、 多角的 な視点か ら 「卒業後の 姿」

を導 くこ とを目的に 「卒業後の 姿の 検討会」を

実施 して い る （Fig．2）。 2009年度か らは 、 入学

か ら卒業後 まで
一
貫 した指導をより充実 させ て

い くため に 、 小学部 1年生 につ い て も検討会を

実施する こ とと した 。

卒業後の姿の 検討会

個別の 教育支援計 画の 作成

個別の 指導計画の修正 ※

日 々 の 指導
　の 充実

教 育課 程 の

　 改善

・長期目標 「卒業後の姿」の 具体化
・ 「卒業後の姿」 の 実現の ため の 課題 の 検 討

・長期目標 （3年） ＝ 「卒業後の 姿」 を設定

・ 「卒 業 後 の 姿 」 か ら 1年 間 の 目標 ＝ 重 点 目標 の 設 定

※ 個 別 の 指導 計 画 自体は 5月 に 作成

・個別の 指導計画 に基づ く授業実践 ・評価

Fig．1　卒業後の 姿の 検討会 の 位 置づ け
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Fig．2　卒業後 の 姿の 検討会の 意義

　 2　 「卒業後の 姿の検討会」の実際

　（1）「卒業後の 姿の 検討会」の 運営体制 ： 「卒

業後の 姿の 検討会」 の 運営 は 、 分掌 「特別支援

教育」が 中心 とな り、 企画 ・趣 旨説明の ほか グ

ル ープ編成や 日程調整などを行 っ て い る 。 元 々 、

分掌 「特別支援教育」 は主事を中心 とした メ ン

バ ー構成で あ っ たが、主事に業務が 集中す る こ

とを避 け る狙 い か ら、2008年度 よ り担任 も兼務

す る 各学部の 副主事が 運営 の 主体 を担 っ て い

る 。 また 、 学級担任 も参加す る こ とで教員の 意

見も反映させ る よ うにする な ど、実践 を意識 し

た運営体制作 りをして い る 。

　 「卒業後の 姿 の 検 討会」 の グ ル
ー

プ編成 は、

担任の ほか小 ・
中

・
高の 全学部の 教員 と 自立 活

動専科が必 ず入 る よ うに分掌 の 方で 調整 して い

る。 1つ の グ ル ープ の構 成メ ン バ ー
は 10名前後

で あ る e 検討会 に お け る集団討議の 役割に つ い

て は、2007年度、2008年度は各 グ ル ープ に い る

検討対象学年の 担任に任され て い た 。 その 結果 、

一部の 教員 に意見が偏 っ て しま うと の 課題が生

じたた め 、 2009年度か らは分掌 「特別支援教育」

の 教員が司会を担 当す る こ とに よ り、検討会の

重要 なポ イ ン トを的確 に押さえ、集団討議 を円

滑に 行 うように した。 また、2008年度ま で はあ

るグ ル ープ は小学部の 児童 を、あ るグ ル ープ は

中学部の 生徒 を、 とい うよ うに
一

つ の 検討 グ ル

一プで検討対象 とする児童生徒の 所属学部は
一

つ で あ っ たが 、 2009年度か らは各 グ ル ー
プ とも

に 複数学部の 児童生徒 に つ い て検討で きる よ う

に変更 した 。 これ は、様 々 な教育段 階の 児童生

徒 を検 討す る こ とに より、よ り幅広 い 児童生 徒

の 見方に つ なげよ うとい う意図か らで あ っ た 。

　（2）「卒業後の 姿 の 検討 会」実施 まで の 流

れ ：分掌 「特 別支援教育」で は、年度当初に個

別 の教育支援計画、個別 の 指導計画作成の 目的

や進め方 を全校職員を対象と した研修会 を開催

して い る 。 また、朝の 打合せや 職員会議等を通

じて 口常 的に情報提供 を行 うこ とに よ り、 「卒

業後 の 姿 の 検討会」や個別の 指導計画 ・個別の

教育支援計画の 目的や その 手続 き等に つ い て共

通理 解を図 っ て い る 。 Fig．　3に示す よ うに、「卒

業後の 姿 の検討会」の グ ル ープ分けに つ い て は 、

7 月上旬 に決定し 、 プ リ ン ト配布と職員室内の

掲示 に よ り全教員に周知する 。

　 「卒業 後の 姿 の 検討会」で 用 い る 資料は 児童

生徒 の 実態表、生活地 図 、 個別の 指導計画 （年

間）で ある 。 こ の うち、生活地図と個別の 指導

計画 （年 間）は A 特別支援学校で は 5 月に全学

年で 作成 して い る 。 児童生徒の 実態表 に つ い て

は 3 年間に わ た り継 続 して 使 用す る資料で あ

り、小学 部 1 年、小学部 4 年、中学部 1 年、高

等部 1年 の 夏期休業中に作成され る 。
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具体的な長期目標設定 に 向けた 組織的取 り組み

分掌 「特別支援教育」

個別 の 指 導計 画 、個 別 の 教

育支援計画 に 関す る研修 会

検 討 会 に つ い て 協議
　 ・内容

　 ・グル ープ編 成
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該当学年担任

児 童生 徒実態表作成

検 討会 打 ち合 わせ と準 備

　 ・記 入 用 紙 作成

　 ・
司会打ち合わせ

　 ・要 点確認
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「卒 業 後 の 姿 の 検 討 会 」

Fig．3　 「卒業後 の 姿の 検討会」実施 まで の 流 れ

　（3）「卒業後の 姿の 検討会」の実際 ： 「卒業

後の 姿の 検討会」の 話 し合 い の 手順 は Fig．　4 に

示す とお りで ある。まず、学級担任が、対象児

童生徒 の 実態 表 、 生 活地 図 、個 別の 指導 計画

（年間）に 基づ い て 、 その 実態に つ い て 10分程

度で説明す る 。 その 際 、 担任 の 思 い は述べ ずに

実態 をそ の まま伝 える こ とが求め られ る 。

　次 に 学級担任の 提案 を も と に 、グ ル
ープで

「3 年後の 姿」「そ の 姿 に近づ くた め に必要 な力」

に つ い て 意見を出し合 う。 まず は、 担任の 説明

を聞い て各教員がその 児童生徒の 卒業後の 姿 を

想定し、 2〜 3枚 の 付箋 に記入する 。 そ の 際に

は、こ の 子 ら しく生活 して い る姿 「こ れが で き

る よ うにな っ て よ り豊か に過 ご して い る姿」や

余暇 も含め て 考 える 。 そ れ ぞ れ の 教員が記入 し

た付箋の 情報は、グ ル ープの 全教員が共有で き

る よ うに 、 模造紙 に貼 り付けて い く　（Fig。5）。

各教員の イメ ージが出そろ っ た ら、メ ン バ ーで

読み合 い なが ら類似す る カ ー ドご とに 分類 を行

う。 分類が終わ っ た ら、どん な姿か を整理 して

そ の 姿 に近づ くた め の 必要な力をそれぞれの 経

験や専門性 を踏 まえて 意見 を出 し合う．そ の 際

には、今の 姿だけで はな くその 子の 過去や これ

まで の 学び の ほ か、同 じような実態像 の 児童生

徒の その 後の 学びや 実態等 も踏 まえ て 検討を行

う。 司会担 当の 教員は、なる べ く多 くの 教員の

意見 や考え方を引 き出すこ とに より、 討議の 活

性化 を図る と同時に 、 子 ど もの 姿を多角的に捉

えられる ように配慮す る 。

　最後に、話 し合われ た内容 に つ い て 、 必要 な

力 と今年度の 重点 目標 と照 らし合 わせ なが ら整

理す る。学級担任 は、検討内容 を所属す る学年

集団に持 ち帰 り、そ の 内容 を基 に個別の 教育支

援計画お よび個別の 指導計画の 作成 を行 う。

　 3　 「卒業後の 姿の 検討会」の成果と課題

　 「卒業後の 姿の 検 討 会」 の 成果 と課題 を

Table　lに示 した 。教頭 も分掌 「特別支援教育」

も 「卒業後の 姿の 検討会」は こ こ まで 3年間に
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分01

分03

分01

Fig．4　 「卒業後 の 姿の 検討会」の 話 し合 い の 手順

＜小 4 ＞　OO さんの 卒業後の 姿

イ メ ージ

こ ん な 姿 に な っ て

　い る〜個 人〜

車 い す に 楽な姿勢で 座
っ て い ら れ る

リラ ッ クス して い ろ い

ろ な姿勢が とれ る よ う
に なっ て い る

手 指 で 二 者選択が で き

るよ うに な っ て い る

イエ ス
・

ノ
ー

が伝 え ら
れ るように なっ て い

卒 業後の 姿

まと め 、整理

・顔を上 げて 友達 の 様 子

を楽 し く 見 て い る

・家 庭 で リモ コ ン を操作

　し て 、好 きな 番 組 を

て い る

姿 に 近 づ くた め に 必 要 な カ

支援も考え て み る

・仰臥位、側 臥 位、座 位 な ど、
カ を抜い て 姿勢 を保 持 す る力

・頭 部の コ ン トロ ー
ル 、

体幹の 支持 性

　 （体の 時間 に は 主 に 体幹の 支

　持性．1日 の 学 習の 中に い くつ

　か の 姿 勢 を用意 ）

検 討メ ン バ ー

Fig．5　卒業後の 姿の検討会の 記録様式 （例）
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具 体 的 な長 期 目標設 定 に向け た 組織的取 り組み

つ い て は成功 して い る として い る 。 「卒業後の

姿の 検討会」が ス ム ーズ に導入 出来た背景 と し

て 、分掌で は A 特別支援 学校 がこ れ まで も授業

研究や事例研究会を学部縦割 りの グ ル ープで行

っ て きたた め に、縦割 りグ ル
ー

プ に対 して教員

の 抵抗が なか っ たこ とを挙げた 。 教頭か らは分

掌が 「卒業後の姿の検討会」の 目的や 検討会の

手順等につ い て 、 頻繁に情報提供を行 っ て きた

こ とを挙げた 。

　A 特別支援学校で は、2003年度 よ り個 別の 教

育支援計画の 作成して い るが 、作成 開始当初は

そ の 役割が不 明確で あ っ た 。 そ の た め、記述内

容が 漠然 としす ぎて い て 日々 の 指導に活用で き

ない 等の 課題が 多 く見 られた 。 「卒業後の 姿の

検討会」を実施する こ とに よ り、個別 の 教育支

援計画で設定す る 「卒業後の 姿」と個別の 指導

計画に おけ る重点目標をリ ン ク して考 えられる

よ うに な っ た こ とに よ り、両計画の 役割 も明確

とな り、長期 目標 と 日 々 の 指導の つ なが りもわ

か りやす くなっ た として い る。 教頭 は、個別の

指導計画や 個別の 教育支援計画は誰が見て もわ

か りや す い こ とで あ るこ とが必要 と した 上で 、

特に高等部段 階で作成され る両計画は 、 学校の

総意 として 12年間にわ た る教育の 成果を示す も

の と して卒業後の 進路 先や家庭 に示せ る もの で

ある もの に な っ て い くこ とが 望 ま しい と考えて

い る と述 べ た 。

　分掌 「特別支援教育」か らは 、様々 な立場の

教員の 意見を聞い た り、普段 自分が直接指導 を

す る こ との な い 児童生徒の 実態か ら教育的 ニ
ー

ズ を把握するこ とに よ っ て 、 12年間 と い う流 れ

の 中で の 現在の 姿 、 課題 、 目標 を設定で き るよ

うに な っ て きた と指摘 した 。 実際の 集団討議に

お い て 、 2008年度まで の 取 り組 み か ら 、 グ ル
ー

プ に よ っ て は経験の 長 い 教員や担任経験の ある

一
部 の 教 員の 意見や担任の 意見に どうして も流

され て しまうこ と様子が見 られた 。 そこ で 2009

年度か らは司会をあ らか じめ分掌で指名 し、 話

し合 い の 手順 に関す る説明会 も行 うこ と に よ っ

て 集 団討議の 円滑化を図 っ て い る。

　一
方、課題 に つ い て 教頭 は 「卒業後の姿の検

討会」の 意義や プ ロ セ ス の 共有を挙げた 。 作成

された個別の 教 育支援計画や個別の指導計画は

以 前よ りも明 らか に わか りや すい 表現 で具体的

に書かれ る よ うに な っ たが 、 児童生徒 につ い て

あ ま り知 らない 人が 見て も分か る ため の 表現や

実態の 説明の 仕方に つ い て はまだ課題 があ るこ

とを指摘 した 。 また 、 検討対象の 担任以 外の 教

員に つ い て は、当事者意識が薄か っ た り、 検討

会を行うこ とその もの が 目的化して い る様子 が

見 られる事 も挙げられ た 、

　分掌か らは、そ の 運営方法や評価の あ り方に

つ い て 課題が 出され た 。 例 えば 、検討会の 最初

の 実態説明 を現在は紙 面で の み行 っ て い るが 、

Table　1 「卒業後 の 姿 の 検討会」の 成果 （運営面）

成果 課題

教頭

・教員 の 申 に学校経営に 参画す

る と い う意識 の 芽生 えが 見 ら

れ る よ うに な っ た．
・
個別 の 教育支援計画 と個別 の

指導計画の 役割の 明確化が図

られ た．
・個別 の 教育支援計画が 日常的

に使 える ツ
ール になっ て きた．

・検討会の 意義や プ ロ セ ス の 共

有が 十分に 出来 て い るかはま

だ 不十分．
・
子 ど もの 実態に 関す る 表現や

説明の 方法．

　　 分掌

「特別支援教育」

・12年間とい う流れ の 中 で 現在

の 姿を捉える こ とが 出来 る よ

うに な っ て きた。

・事前 の 説明 や確認 の 仕方．
・グ ル

ー
プ編成の あ り方．

・日常の 指導の 充実や改善に ど

う結 びつ い て い る の か ．
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十分 に伝 わ りに くい こ ともある。しか しなが ら 、

映像資料等 の 準備に つ い て は、この 取 り組み が

長期 にわ た り実施続 けて い くこ とを考 える と、

特定の 人 に負担が偏 っ て は い け ない との 考え方

か ら 、 全対象児童の ビデ オ を用意す る の は困難

で あ る とし て い る 。 また 、 「担 任が子 ど もの こ

とをし っ か りと説明で きる」 と い うこ と も教 師

に求め られ る力の
一

つ と して捉 えて い る 。 そ の

上 で 、今後 「卒業後 の 姿の 検討会」が継続され

て い くた め に は、日 々 の 指導の 充実 ・改善に ど

う貢献 して い る の か を見極め て い く必要が あ る

と指摘 して い る 。

N ．考　察

　 厂卒業後の 姿の 検討会」 に関わる マ ネジ メ ン

トの 特徴 と して 以 下の 3点が挙 げ られ る 。 まず

第 1 に挙げ られ る の が 、「卒業後の 姿 の 検討会」

の 日 々 の 教育活動へ の 位 置づ け の 明確化で あ

る 。 これ まで も、 多 くの 学校にお い て校内研究 、

指定校研 究は行われ て きたが 、これ らの 大半は

比較 的短期 間で終了 して い る （諏訪 ， 1995）。 こ

れ は 、 そ の 取 り組み の 理念や 価値観 、 プ ロ セ ス

の 共有が 成され て い な い こ とが要 因として指摘

されて い る （今津，1992）。 こ の よ うな状況下 で

は、教員に は 「や らされて い る」 とい う意識 か

ら生 じ 、 取 り組み へ の 意欲 は低下 し、多忙感 を

感じ て しまう （佐古 ・山沖，
2009）。 それに対 し

て 、A 特別支援学校で は Fig ．1 に 示す よ うに個

別の 指導計画や個別の 教育支援計画 の 関係や両

計画 と検討会と の 関係 を明確 に し、 日 々 の 授業

と も関連づ けた上 で 、その 基礎的 な検討 の 場 と

して 「卒業後の 姿の 検討会」 を位置づ ける こ と

に よ り、む しろ 日々 の 活動 を効率的に行える よ

うに して い る。特に、個別の 指導計画や個別 の

教育支援計画に つ い て は活用 は され て い る もの

の 、 具体的な長期 目標 の 設定や長期 目標と日 々

の 指導 と の 関連 の 薄 さな どが 挙げ られ て お り

（長沢 ・冨 永 ，
2004；吉 田 ，

2008）、A 特別支援学

校の 取 り組み は こ の 点に関 して も効果的な成果

を上 げる ような学校運営 を行お うとして い る と

言える 。

　 2 点 目は 、 運営方法の 工 夫で あ る 。 「卒業後

の 姿の 検討会」 は学年縦割 りの グ ル ー
プで 行わ

れるため、必ずし もメ ン バ ー
内の 各教員が 日常

的に情 報を交わ して い た り、 検討対象の 児童生

徒 の 指導に直接携わ っ て い るわ けで はない 。 特

別支援学校で は 、 日常的に集団討議が行 われて

い るが 、そ の メ リ ッ ト と して   個人 の 予断 ・独

断を排 除で きる、  実態 ・指導 目標の 共有 （安

ee，　2001）、 な どが挙 げ られる
一．一方、教員の 持つ

専 門性 や背景が大 きく異な る こ とか ら、   共通

理 解の 困難 さ 、   意見 を出す人が偏る、  話 し

合 い の 方向が限定 され る （根市 ，
1998）、 など の

デ メ リ ッ トも指摘 され て い る 。 「卒業後の 姿 の

検討会」にお い て も、 担任や対象児童生徒をよ

く知る教員 に発言が偏 る等の 課題が 2007年度、

2008年度の 実践 か ら課題 として挙が っ て い た 。

そ こ で 、 2009年度か らは あ らか じめ 司会 を選定

し、事前 に 打ち合わせ を行う事に よ り討議の 円

滑化 を図る と同時に、根市 （1998）が指摘 する

ような特別支援学校 にお ける集 団討議の デ メ リ

ッ トの 解消 も狙 っ て い た 。 司会担当の 教員が、

各教員が持 っ て い る多様な専門性に基づ く子 ど

もの 見方を引 き出すこ とに よ り、 よ り広 い 視点

か ら子 ど もを捉 える こ とが 出来 る よ うに 配慮を

行 っ て い る。また、小学部の 児童 の 検討に中学

部や 高等部の 教員が加 わ る こ とに よ り、似た よ

うな実態の 児童生徒 がその 後どの よ うな学び を

経て い くの か や 、 進路選択時に どの ような課題

が ある の かな どが分か る こ とに よ っ て 、 そこ に

向けて こ れ か らど の よ うな指導 して い けば よ い

の かや 、 現在 の 課題 を導こ うとして い る 。 特別

支援学校の集団討議に つ い て は 、 未 だ有効 な討

議 の 手順等に つ い て は 明 らか とな っ て い な い

（海老沢 ，
2008）。 その 中で 、こ の よ うな取 り組

み は
一

つ の 有効 な指標 を与えて くれ る もの で あ

る と思 われる 。

　 3 点 目は 、 分掌 「特別支援教育」の 組織作 り

で ある 。 A 特別支援学校で は 、 分掌 「特別支援

教 育」は個別 の 指導計画や個別の 教育支援計画

の 企画 ・運営等、学校運営 の 重要な役割を果た

す分掌で ある こ と もあっ て主事が主体 とな っ て
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具体的な長期目標設 定に向け た組織的取り組 み

運営 を行 っ て い た 。 しか しなが ら 、 特 定の 教員

に負担 が集中する こ とを避 ける狙い や、 より教

員の 意見を反映する こ とを意図 して 2008年度か

らは担任 も兼務す る副主事や 、 担任教員で 構成

す る よ うに組織替えを行 っ た 。 それ に伴い 、教

員たちの 中に も学校経営 に参画 して い る とい う

意識が 高まっ て きた と教頭は 指摘 して い る 。 淵

上 （2000）は教員に学校経営 に参加 して い る と

の 意識が 高い 学校の 方が 、自立的な活動や教育

成果 も挙 げやす い こ と な どを指摘 してお り、A

特別支援学校の 狙 い はあ る程度達成 され て い る

と言える 。

　 しか しなが ら 、 こ れ ら の 成果 を以 て 、「卒業

後の 姿の 検討会」や A 特 別支援学校の 組織運営

の あ り方が有効的で ある と断 じる の は拙速で あ

る 。 まず第 1 に、A 特別支援学校特有 の 背景 を

考慮する必要があ る 。 A 特別支援学校で は 「卒

業後の 姿の検討会」 を開催 する以前か ら事例研

究や校 内研 究を縦割 りグ ル ープで 行っ て きた 。

こ の こ とが 、ス ム ーズな縦割 りグ ル
ープに よる

集団討議 の 導入 に つ なが っ た ことは教頭も分掌

も認め て い る 。 す なわ ち 、 A 特別支援学校で は

縦割 りグ ル ープに よ る 集団討議の 形態 は既 に学

校 文化 とし て根付 い て い た と言える。そ の ため、

こ の よ うな土 壌が ない 学校 にお い て は、検討会

を導入す るだ けで は不十分な場合 もある で あろ

う。 佐古 ・山沖 （2009） は 、 新 しい 取 り組み を

学校文化 と して根付かせ るため には 、 機会を設

け るだけで は不十分 であ り、そ れ を活発化 させ

るため の 方略 も同時に必 要で あ る と指摘 して い

る 。 実際、特別支援学校で は、個別の 指導計画

の 作成場面にお い て 、 担任 が作 っ た案 に対 して、

ほ かの 教員は意見が 出 しづ らい 事が多 い と い う

集団討議にお ける課題が既 に明 らか に な っ て い

る （安藤 ，
2001）。 A 特別支援学校 の 「卒業後の

姿の 検討会」にお い て も、意見 を言 い やす い 雰

囲気が 最初か ら出来て い たわ けで は な い
。 黒羽

（2004） は こ の よ うな教員の 協働 的な取 り組み

が継続 して い くた め に は 、 教員同士が 「意味 あ

る他者」 と して 認識が 出来る こ とが重要で ある

事を明 らか に して い る 。 本研究で は、運営側 に

焦点を当て たた め に、各教員が どの よ うに感 じ

て い るか は明 らか に なっ て い ない 。 その た め 、

今後 は その点 に つ い て 検討 を して い くととも

に 、 集団討議を活性化させ て い くための 方略に

つ い て も検討 して い く必要がある 。

　最後に 、A 特別支援学校 におけ る 「卒業後の

姿の 検討会」は まだ開始 され て 3 年 目で ある。

今年度 を以 て 小 学部 4年生 以 上 の 全児童生徒 に

つ い て 検討会を行 っ た と同時に、初年度に検討

した児童生徒 の 総括 的評価 を年度末に迎 える 。

そ の 意味で は 、 「卒業後の 姿の 検討会」は まだ

試行段階で ある と言える 。 今後継続 して検討会

が行 われて い くた め に は、総括的評価を確実に

行うこ とに よ っ て 、成果 と課題を明らか にする

事が重 要で あ る 。 そ の 際に は 、 長期 目標 で ある

「卒業後の 姿」が 本当に具体的 な姿 にな っ たの

か どうかや 、 「卒業後 の 姿」を導 くこ とが 目的

で は な く日 々 の 指導に ちゃ ん と結 びつ い て い た

か どうか とい っ た点が評価の ポ イ ン トに なるで

あろ う。 また、黒羽 （2004）が指摘 する よ うに 、

検討会 を通 じて 各教員が お互 い を 「意味 ある他

者」 として認識 して い ける よ うに、目的や プ ロ

セ ス の 共有を よ り
一・層 図る こ とに よ っ て 、 「卒

業後 の 姿の 検討会」を教 員の 協働的 な取 り組み

に して い く必要が ある であろ う。
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An  Approach  to Lead the Current Children's Target from  the Expectation of  Future

    Condition - School Management  for Setting a Long  Term  Target Concretely

Tadashi NAKAYAMA'  and  TEkahito  TANNO"

  The purpose of  this study  was  to investigate how scheol  organization  for the physically challenged

managed  the meeting  which  was  named  
"the

 discussion on  the children's  figure of  after  graduation"

and  was  aimed  to lead the current  children's  target from the expectation  of  future condition. The  dis-

cussion  consisted  ofabout  10 teachers  who  are  belonging to elementary  school  part, junior high school

part, high school  part, and  special  part ofjiritsu-katsudo.  They  discussed with  
"the

 chilcl's  figure of

after gradutated" which  was  3 years target from each  professionality. And  a  present child's  figure and

problem  to be solved  was  led by the discussion. In A  school  for the physically challenged,  The school

affhirs divide duties 
t`special

 support  education",  which  was  the oTganization  that planned and  pro-

posed the making  and  management  of  individualized teaching  plan or individua] educational  support

plan, managed  
"the

 discussion on  the child's figure ofafter  graduation". The discussion was  aimed  to

espedite  smoothly  through  the teacher  in charge  of  
"special

 support  education"  served  as  a  chair.  As

the organization  was  tried to develop to reflect  the teachers'  opinions  more  than ever,  the main  mem-

ber of  organization  
"special

 support  education"  consisted  of  sub  managers  who  were  in charge  ofclass

too.

Key  Werds: `:the

 discussion on  the children's  figure of  after  graduation", individualized teaching

          plan, individual educational  support  plan, lorng-term taTget, school  management
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